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本書について 
ActiveImage Protector 2022 Express5800/ftサーバを用いてバックアップ・リストアする参考手順を示したもので
す。システム・データの復旧、手順を保証するものではないことをあらかじめご了承ください。また、本書の内容は予告なく
変更することがあります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本ソフトウェアと付属ドキュメントは株式会社 アクティファイに所有権および著作権があります。 
 

本製品、ドキュメントに使用されているすべてのブランド名および製品名は個々の所有者の登録商標もしくは商標です。
記載されているブランド名、製品名には必ずしも商標表示（TM,®）を付記していません。 
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1.事前準備 
 
ActiveImage Protectorは、Express5800/ft サーバ(以下、ft サーバ)環境をオンラインまたはオフラインでバックアッ
プし、保護する機能を提供します。 
 
ftサーバが何らかの原因で破損した場合、ActiveImage Protector が提供する機能によって、バックアップした時点の
環境へ復元することができます。 
復元を行う前に、一時的な起動環境をあらかじめ準備しておく必要があります。 
 
一時的な起動環境として 2種類ご用意しています。 

・Linux ベースの起動環境 
Linux ベースの起動環境は弊社ウェブサイトからダウンロードしてご利用いただけます。 
有償のメディアキットには、Linux ベースの起動環境が添付されます。 
※Linux ベースの起動環境は復元にのみ使用可能です。 
 

・Windows PE/REベースの起動環境 
Boot Environment Builderから作成することができます。 
Windows PE ベースの起動環境は作成前にMicrosoft Windows ADKのインストールが必要です。 
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2.システム要件 
 
本製品を使用する上でのシステム要件が記載されています。ご利用になる前に必ずお読みください。 
※Windows モデルの最新のシステム要件はこちらをご確認ください。 
※Windows モデルの Hyper-V構成の最新のシステム要件はこちらをご確認ください。 
 
 ハードディスク： 

650MB以上の空き容量が必要 
＊関連製品をインストールする場合は、各製品で空き容量が必要になります。 

 
 DVD-ROM ドライブ︓ 

製品のインストール、および ActiveImage Protector Boot Environmentの起動に必要 
 

 インターネット接続： 
製品のアクティベーション、ライセンスファイル発行および製品アップデートに必要 
 

 Windows対応モデル 
・Express5800/R320h-E4/M4 
・Express5800/R320g-E4/M4 
・Express5800/R320f-E4/M4 
・Express5800/R320e-E4/M4 
＊Windows搭載モデルのみをサポート 
＊ft サーバの Windows 対応モデルでは、ActiveImage Protector Express5800/ft サーバ以外の各エ
ディションは非対応 

＊Express5800/R320eは、Windows Server 2012 R2搭載モデルのみの対応となります。 
 

 Hyper-V対応モデル 
・Express5800/R320h-E4/M4 
・Express5800/R320g-E4/M4 
・Express5800/R320f-E4/M4 
・Express5800/R320e-E4/M4 
＊Windows搭載モデルのみをサポート 
＊ftサーバの仮想環境対応モデルでは、ActiveImage Protector Express5800/ft Virtual以外の各エ
ディションは非対応 
＊Express5800/R320eは、Windows Server 2012 R2搭載モデルのみの対応となります。 
 
 

https://www.actiphy.com/ja-jp/product-collabo/activeimage-protector-for-express5800-ft-server/
https://www.actiphy.com/ja-jp/product-collabo/activeimage-protector-for-express5800-ft-virtual/
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 Express5800/ft サーバの機能制限 
Express5800/ft サーバでは、下記の機能がサポート非対応となります。 
・vStandby 
・HyperBoot 
・仮想化（ftサーバの P2V） 
・BootCheck（ポスト バックアップ プロセス） 
・HyperBack/HyperRecovery/HyperStandby（エージェントレス機能） 
・In-Cloud Recovery/In-Cloud Standby 
・ディスクとボリュームの複製 
・異なる機種への復元 
・記憶域プール（Storage Pool）を利用したボリュームのバックアップ 
・QuickRecovery 
・Recovery Media Maker 
・ダイナミックディスク 
「Windows Server 2019 モデルでは、RDR Virtual Disk をダイナミックディスクとして利用することをサポート
していません。」 
※NEC R320h-E4/M4(Windows モデル) インストレーションガイド(Windows編) ３版 P89 より抜粋 

 
 サポートされるストレージメディア（バックアップ保存先） 

・SAS接続のローカルディスク 
・NAS等のネットワークドライブ 
・USB接続の HDD/RDX 
・オブジェクトストレージ(Amazon S3、Azure Storage、Wasabi Cloud、S3互換のオブジェクトストレージなど) 
・SFTP 
・その他 
 

 重複排除機能の使用条件 
・バックアップイメージファイルの保存先以外に、バックアップ対象の使用領域の 1％以上の空き領域があるボリューム
が必要 
・デュアルコア以上の CPU（推奨） 
・8GB以上のメインメモリ（推奨） 
 

 RescueBoot の作成 
・Windows 10 1803（x64）以降の Windows Desktop OS、Windows Server 2016 以降の 

Windows Server OS 
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 Actiphy Boot Environment （Windows PE/RE） 
DVD-ROM ドライブ︓ 
起動環境ディスクからの起動に必要 
 
重複排除機能の使用条件 
・バックアップイメージファイルの保存先以外に、バックアップ対象の使用領域の 1％以上の空き領域があるボリューム
が必要 
・デュアルコア以上の CPU（推奨） 
・8GB以上のメインメモリ（推奨） 
 
サポートされるストレージメディア（バックアップ保存先） 
・SAS接続のローカルディスク 
・NAS等のネットワークドライブ 
・USB接続の HDD/RDX 
・オブジェクトストレージ(Amazon S3、Azure Storage、Wasabi Cloud、S3互換のオブジェクトストレージなど) 
・SFTP 
・その他 
 

 Actiphy Boot Environment Builder 
CPU︓ 
Pentium 4 または同等以上の CPU 
 
メインメモリ︓ 
1024MB以上 
 
ハードディスク︓ 
2048MB以上の空き領域が必要 
 
インターネット接続︓ 
製品のアップデートに必要 
 
プロキシサーバー経由でインターネットへ接続を行っている環境の場合は［︖］からプロキシ設定を行ってください。 
画像解像度︓ 
1152×864（XGA+）以上、表示スケール 100% 

 
オペレーティングシステム︓ 
Windows 10（x64）以降の Windows Desktop OS、Windows Server 2012 R2 以降の Windows 
Server OS 
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Windows Server 2012 R2、および 回復パーティションが存在しない環境では Windows RE を使用した作
成はできません。 
Windows ADK︓ 
ADK for Windows 10 バージョン 1607 以降 
 
以下のコンポーネントが必要です。 
 
Deployment Tools 
Windows Preinstallation Environment（Windows PE） 
Windows ADK for Windows 10 1809 以降では、Windows Preinstallation Environment
（Windows PE）は「ADK 用の Windows PE アドオン」から入手してください。 
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3.Express5800/ft サーバのバックアップ 
 
ActiveImage Protectorは ftサーバのシステム、データを保護する方法として、稼働したままバックアップするオンライン
バックアップの機能と、静止点を確保しやすいコールドバックアップの機能を提供します。 
本章では、図 1 に示すようなネットワークドライブへバックアップすることを前提にした手順をご紹介します。 
 

 
図 1 

 

3-1 オンラインバックアップ 

 
ActiveImage Protector 2022 Express5800/ftサーバのセットアップ、および Express5800/R320e・R320f・
R320g・R320h に搭載されているシステムディスクとデータディスクをWindows 上からオンラインバックアップする手順は、
オンラインヘルプに記載されています。 
 
※注意:  
 バックアップイメージファイルの作成はディスク単位で実行する必要があります。 
 オンラインバックアップ時の制限事項については、Web上のドキュメントを参照してください。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

Express5800/ftサーバ 

ActiveImage 

Protector 2022 

 

LAN経由で転送 

（CIFSマウント） 

バックアップデータ保管先 

(ディスク共有領域)  
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3-2 コールドバックアップ 

 
本章では、Express5800/R320e・R320f・R320g・R320h に搭載されているシステムディスクとデータディスクを
Windows PE/REベースの起動環境上からコールドバックアップする手順をご紹介します。 
 
※注意: 
 Linuxベースの起動環境では CPU/IO モジュール 0のデータディスクをバックアップ対象として選択出来ないケースが

あるため、Windows PE/RE ベースの起動環境から起動ください。 
 

 モデル R320e/R320f で起動環境を起動する際には、BOOT Mode を Legacy に、XHCI Mode を Disabled
に、OS Boot Monitoring を Disabled にそれぞれ設定してください（手順はインストレーションガイド(Windows
編)の[1章 OSのインストール]を参照してください) 。 
 

 モデル R320g/R320h 起動環境を起動する際には、OS Boot Monitoring を Disabled に設定してください
（手順はインストレーションガイド(Windows編)の[1章 OS のインストール]を参照してください) 。 

 
 RDX ドライブが接続されている状態で 起動環境(AIP BE) を起動すると、RDX上のファイルシステムは

「/mnt/<Disk番号>_<Volume番号>」として自動マウントされます。 
 
 ActiveImage Protector 2022 Express5800/ftサーバで起動環境を起動する前に、必ずコンピューターの電

源を OFF にしてください。CPU/IO モジュール 0 のスロットに、バックアップ対象のディスクをすべてセットした後、
CPU/IO モジュール 1 の電源ケーブルとハードディスクを取り外してください。 

 
 起動環境を使用することで、RDR Utility による二重化が解除される場合があります。このケースに該当する場合は

Windows オペレーティングシステムの起動後に、RDR Utility による二重化を再度構成する必要があります。
Express5800/R320e・R320f・R320g・R320h では、インストレーションガイド(Windows編)の[1 章 OS の
インストール]-[3.10 ディスクの二重化]の手順にしたがって、RDR Utility による二重化を構成してください。 

 
 バックアップイメージファイルの作成はディスク単位で実行する必要があります。 
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<操作手順> 

1) ftサーバが二重化されている状態でWindows オペレーティングシステムをシャットダウンします。 
 

2) CPU/IO モジュール 1 の電源ケーブルとハードディスクを取り外します。 
 
3) Windows PE/REベースの起動環境からシステムを起動します。 
 
4) [ダッシュボード]が表示された状態でコンソールが起動します。 
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5) バックアップイメージの保存先をネットワーク共有フォルダー上に指定する場合は、[ユーティリティ]-[ネットワーク設定]
から、IP アドレスの設定とネットワークドライブを作成する必要があります。 

 
 
6) [バックアップ]-[ワンタイム バックアップ]をクリックしてバックアップ対象のディスクを選択します。ディスク番号はディスク 0

から順番に表示されます。システムとデータディスクのバックアップをすべて取得する場合は、すべてのディスクのチェック
ボックスにチェックを入れ、[次へ]をクリックします。 
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7) [フォルダーを選択]をクリックして保存先のパスを指定し、[次へ]をクリックします。バックアップオプションは規定とします。 

 
 

8) サマリが表示されます。バックアップ元と保存先に誤りがないことを確認して、[完了]をクリックするとバックアップを開始
します。 
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9) バックアップタスクが開始されます。 

 
10) バックアップが完了したら[操作]-[終了]-[シャットダウン]をクリックして、コンピューターを一旦シャットダウンします。 

 
11) CPU/IO モジュール 1 に取り外したディスクと電源ケーブルを再接続します。 

 
12) コンピューターの電源を入れます。 

モデル R320e/R320f の場合は BIOS メニューから設定を元に戻します。 
（BOOT Mode、XHCI Mode、OS Boot Monitoring)  
モデル R320g/R320hの場合は BIOS メニューから設定を元に戻します。 
（OS Boot Monitoring) 
 

13) コンピューターの起動完了後は、通常どおり使用することができます。 
起動環境を使用することで、RDR Utility による二重化が解除される場合があります。このケースに該当する場合
は Windows オペレーティングシステムの起動後に、RDR Utility による二重化を再度構成する必要があります。
Express5800/R320e・R320f・R320g・R320h では、インストレーションガイド(Windows編)の[1章 OS の
インストール]-[3.10 ディスクの二重化]の手順にしたがって、RDR Utility による二重化を構成してください。 
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4.Express5800/ft サーバの復元 
本章では、Express5800/R320e・R320f・R320g・R320h に搭載されているシステムディスクとデータディスクを復元
後に再二重化するまでの手順をご紹介します。 
Windows PE/REベースの起動環境を用いることを前提としています。 
 
※注意:  
 モデル R320e/R320f で起動環境(AIPBE) を起動する際には、BOOT Mode を Legacy に、XHCI Mode を

Disabled に、OS Boot Monitoring を Disabled にそれぞれ設定してください（手順は、インストレーションガイド
(Windows編)の[1章 OSのインストール]を参照してください) 。 
 

 モデル R320g/R320hで起動環境(AIPBE) を起動する際には、OS Boot Monitoring を Disabled に設定
してください（手順は、インストレーションガイド(Windows編)の[1章 OSのインストール]を参照してください) 。 

 
 RDX ドライブが接続されている状態で起動環境(AIP BE) を起動すると、RDX 上のファイルシステムは、 

「/mnt/<Disk番号>_<Volume番号>」として自動マウントされます。 
 

 バックアップイメージファイルの復元はディスク単位で実行する必要があります。 
 
 バックアップイメージファイルからシステムを復元した後は、LUN 番号が 1 から付番されない場合がありますが問題は

ありません。 
 
 ハードウェア二重故障発生等により、ftサーバが正常に動作していない場合、復元が正常に実行できないことがあり

ます。ftサーバのハードウェアの復旧方法については、日本電気株式会社、PP・サポートサービスにご相談ください。 
 

 イメージ復元後に復元前とディスク番号が異なる場合がありますが、RDRによる二重化を設定した後は、スロット番
号どおりのディスク番号が設定されます。 

 
 Windowsのドライブ文字がバックアップ前と異なっている場合は、復元後にディスクの管理から設定してください。 
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4-1 システムディスクとデータディスクの復元 

この章では、システムディスクとデータディスクを同時に復元する方法を説明します。 
ローカルディスク上のデータはすべて削除されますので注意してください。 
復旧には、オンライン、コールドの状態でバックアップしたデータをご利用いただけます。 
 
1) Windows PE/RE ベースの起動環境を起動する前に、CPU/IO モジュール 0 のスロットに復元対象のディスクがイ

ンストールされていることを確認してください。続けて CPU/IO モジュール 1 の電源ケーブルとハードディスクを取り外し
てから起動環境を起動してください。 
 

2) Windows PE/REベースの起動環境のメディアからシステムを起動します。 
 

3) バックアップイメージの保存先がネットワーク共有フォルダー上に指定されている合は、[ユーティリティ]-[ネットワーク設
定]から、IP アドレスの設定とネットワークドライブを作成する必要があります。 
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4) [復元]-[ボリューム復元]をクリックします。 
復元ポイントを選択して[次へ]をクリックします。 

  
 

5) すべてのディスクのイメージを[復元するアイテム]から[復元設定]に指定します。 
指定する際は[復元するアイテム]を右クリックします。 
指定が完了したら[次へ]をクリックします。 

  
「復元先ディスクはバックアップ元ディスクよりも大きいサイズです。ディスクサイズの比率に応じて各ボリュームを拡大し
ますか︖」のメッセージが表示された場合は「キャンセル」をクリックしてください。 
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6) 復元設定を完了すると確認を表示します。 
復元元のイメージファイルと復元先ディスクの指定に誤りがないことを確認します。 
問題がなければ[完了]をクリックして復元処理を開始します。 

  
 
7) 復元処理の進捗は、プログレスバーの形式で表示されます。 
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8) 復元の処理が完了したらメディアをイジェクトしてから[操作]-[終了]-[シャットダウン]をクリックして、コンピューターを
一旦シャットダウンします。 
 

9) CPU/IO モジュール 1 に取り外した電源ケーブルのみを再接続します。 
※この時点ではシステムディスク・データディスクの再接続は行わないでください。 
 

10) コンピューターの電源を入れます。 
モデル R320e/R320f の場合は BIOS メニューから設定を元に戻します。 
（BOOT Mode、XHCI Mode、OS Boot Monitoring)  
モデル R320g/R320hの場合は BIOS メニューから設定を元に戻します。 
（OS Boot Monitoring) 
 

11) Windows を起動してから、次項の RDR の設定に進みます。 
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4-2 RDR の設定 

AIPでイメージの復元を実行した後に RDR を再設定し、ディスクの二重化を構成する必要があります。 
既存領域への上書き復元と、新規ディスクへのディザスタリカバリーは RDR の設定方法が異なるため、対応するパターン
の方法を実行してください。 
 
*「RDR Utility」の詳細な使用方法、エラーメッセージなどは ftサーバの購入元へお問い合わせください。 
 

4-2-1既存領域への上書き復元 

1) Windows の起動後にシステムディスクを再二重化します。 
RDR Utility を起動して[PCI module 10]-[SCSI Enclosure]-[Slot 0]から RDRの情報を削除します。 
[SCSI Enclosure]-[Slot 0]を右クリックして「Delete RDR Configuration on Physical Disk」をクリックし
ます。 
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2) 「設定を変更するために再起動が必要になる場合があります。続行してよろしいですか？」のメッセージは「はい」をク
リックします。 

 
 

3) 「RDR 設定を変更する為に再起動が必要です。」と「サインアウトしようとしています」のメッセージは「閉じる」と「OK」
をクリックし、画面のメッセージにしたがってWindows を再起動します。 
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4) Windows の起動後に CPU/IO モジュール 1[PCI module 11]-[SCSI Enclosure]-[Slot 0]の取り外したシ

ステムディスクを再接続します。※この時点では他のデータディスク(Slot 0以外)は再接続しないでください。 
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5) RDR Utility を起動して[PCI module 11]-[SCSI Enclosure]-[Slot 0]から RDRの情報を削除します。 
[SCSI Enclosure]-[Slot 0]を右クリックして[Delete RDR Configuration on Physical Disk]をクリックしま
す。 

 
 

6) 「設定を変更するために再起動が必要になる場合があります。続行してよろしいですか？」のメッセージは「はい」をクリ
ックします。 

 
 
 
 
 
 



－ActiveImage Protector 2022 Express5800/ft サーバWindows システムのバックアップ・復元ガイド － 
 
 

24 
 

7) 「コマンドを受け付けました。」のメッセージは「OK」をクリックします。 

 
 

8) [PCI module 10]-[SCSI Enclosure]-[Slot 0]に二重化を設定します。 
[SCSI Enclosure]-[Slot 0]を右クリックして「Create RDR Virtual Disk」を実行します。 
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9) 「設定を変更するために再起動が必要になる場合があります。続行してよろしいですか？」のメッセージは「はい」をクリ
ックします。 

 
 
 

10) 「RDR 設定を変更する為に再起動が必要です。」と「サインアウトしようとしています」のメッセージは「閉じる」と「OK」
をクリックし、画面のメッセージにしたがってWindows を再起動します。 
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11) Windows の起動後に RDR Utility を起動します。 

 
12) [PCI module 11]-[SCSI Enclosure]-[Slot 0]に二重化を設定します。 

[SCSI Enclosure]-[Slot 0]を右クリックして「Add Physical Disk To RDR Virtual Disk」を実行します。 
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13) 「コマンドを受け付けました。」のメッセージは「OK」をクリックします。 

 
 

14) [Logical Disk Information]-[RDR Virtual Disk x]をクリックして右ペインの「ステータス」が「Resync XX%」
になっていることを確認します。 
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15) 続いてデータディスクの二重化を設定するため[PCI module 10]-[SCSI Enclosure]-[Slot 1]から RDRの情
報を削除します。 
[SCSI Enclosure]-[Slot 1]を右クリックして「Delete RDR Configuration on Physical Disk」を実行しま
す。 

 
 

16) 「設定を変更するために再起動が必要になる場合があります。続行してよろしいですか？」のメッセージは「はい」をクリ
ックします。 
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17) 「コマンドを受け付けました。」のメッセージは「OK」をクリックします。 

 
 

18) [PCI module 11]-[SCSI Enclosure]-[Slot 1]に二重化対象のディスクをセットします。 
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19) [PCI module 11]-[SCSI Enclosure]-[Slot 1]から RDRの情報を削除します。 
[SCSI Enclosure]-[Slot 1]を右クリックして「Delete RDR Configuration on Physical Disk」を実行しま
す。 

 
 

20) 「設定を変更するために再起動が必要になる場合があります。続行してよろしいですか？」のメッセージは「はい」をクリ
ックします。 
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21) 「コマンドを受け付けました。」のメッセージは「OK」をクリックします。 

 
 
 
 

22) [PCI module 10]-[SCSI Enclosure]-[Slot 1]に二重化を設定します。 
[SCSI Enclosure]-[Slot 1]を右クリックして「Create RDR Virtual Disk」を実行します。 
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23) 「設定を変更するために再起動が必要になる場合があります。続行してよろしいですか？」のメッセージは「はい」をクリ
ックします。 

 
 

24) 「コマンドを受け付けました。」のメッセージは「OK」をクリックします。 
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25) [PCI module 11]-[SCSI Enclosure]-[Slot 1]を二重化対象として設定します。 
[SCSI Enclosure]-[Slot 1]を右クリックして「Add Physical Disk To RDR Virtual Disk」を実行します。 

 
 

26) 「コマンドを受け付けました。」のメッセージは「OK」をクリックします。 

 
 

27) データディスクが複数ある場合は、15)から 26)の操作を繰り返してください。 
 

28) RDR Utility上の全ての物理ディスクの状態が Duplex となり、同期が完了したことを確認します。 
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※注意:  
 
 使用している環境によって、起動環境からデータディスクを復元すると、復元後の Windows オペレーティングシステ

ム上では、ディスクは「オフライン」として認識されている場合があります。[サーバーマネージャー] – [記憶域]から、該
当するディスクをオンラインに変更してください。データディスク上のボリュームについては、オンラインへの変更と、ドライ
ブ文字の再設定を行なう必要があります。 
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4-2-2新規ディスクへのディザスタリカバリーの場合 

1) Windows の起動後にシステムディスクを再二重化します。 
RDR Utility を起動して[PCI module 10]-[SCSI Enclosure]-[Slot 0]から RDRの情報を設定します。
[SCSI Enclosure]-[Slot 0]を右クリックして「Create RDR Virtual Disk」をクリックします。 

 

 
2) 「設定を変更するために再起動が必要になる場合があります。続行してよろしいですか？」のメッセージは「はい」をクリ

ックします。 
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3) 「RDR設定を変更する為に再起動が必要です。」と「サインアウトしようとしています」のメッセージは「閉じる」と「OK」
をクリックし、画面のメッセージにしたがってWindows を再起動します。 
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4) Windows の起動後に CPU/IO モジュール 1[PCI module 11]-[SCSI Enclosure]-[Slot 0]の取り外した
システムディスクを再接続します。※この時点では他のデータディスク(Slot 0以外)は再接続しないでください。 
 

5) [PCI module 11]-[SCSI Enclosure]-[Slot 0]に二重化を設定します。 
[SCSI Enclosure]-[Slot 0]を右クリックして「Add Physical Disk To RDR Virtual Disk」を実行します。 

 
 

6) 「コマンドを受け付けました。」のメッセージは「OK」をクリックします。 
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7) 続いてデータディスクの二重化をするために[PCI module 10]-[SCSI Enclosure]-[Slot 1]から RDR の情報
を設定します。 
[SCSI Enclosure]-[Slot 0]を右クリックして「Create RDR Virtual Disk」をクリックします 

 
 

8) 「設定を変更するために再起動が必要になる場合があります。続行してよろしいですか？」のメッセージは「はい」をクリ
ックします。 
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9) 「コマンドを受け付けました。」のメッセージは「OK」をクリックします。 

 
 

10) [PCI module 11]-[SCSI Enclosure]-[Slot 1]に二重化対象のディスクをセットします。 
 

11) [PCI module 11]-[SCSI Enclosure]-[Slot 1]を二重化対象として設定します。 
[SCSI Enclosure]-[Slot 1]を右クリックして「Add Physical Disk To RDR Virtual Disk」を実行します。 
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12) 「コマンドを受け付けました。」のメッセージは「OK」をクリックします。 

 
 

13) データディスクが複数ある場合は、7)から 12)の操作を繰り返してください。 
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4-3 システムディスクの復元 

システムディスク以外のデータディスク上のデータを消去せず保持したまま、システムディスク単体を復元する場合は、本製
品による復元処理を開始する前に、オペレーティングシステム上の RDR Utility から、データディスクの二重化設定を解
除してください。以下の手順によりディスクの二重化設定を解除することができます。 なお、本手順では Slot1 にインスト
ールされているデータディスクの二重化の解除手順を例としてご紹介しています。 
 
1) [RDR Utility]を起動します。 
 
2) CPU/IO モジュール 0 と モジュール 1上のすべての物理ディスクの状態が下記のようにDuplex となっていることを

確認します。 

 
 

3) オペレーティングシステムの[ディスクの管理]を表示します。 
 
4) データディスクの状態が次のようになっていることを確認します。 
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5) RDR Utility 上で、[PCI module 11]-[SCSI Enclosure]-[Slot 1]のコンテキストメニューを表示し、
[Remove Physical Disk From RDR Virtual Disk]を実行します。 

 

 
6) [ディスクの全データを削除します。続行してよろしいですか︖]のメッセージは[はい]をクリックします。 
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7) [コマンドを受け付けました。]のメッセージは[OK]をクリックします。 

 
 

8) 続けて、[PCI module 10]-[SCSI Enclosure]-[Slot 1]のコンテキストメニューを表示し、[Delete RDR 
Configuration on Physical Disk]を実行します。 
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9) 「設定を変更するために再起動が必要になる場合があります。続行してよろしいですか？」のメッセージは「はい」をクリ
ックします。 

 
 

10) [コマンドを受け付けました。]のメッセージは[OK]をクリックします。 
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11) [ディスクの管理] 参照すると、ディスクの二重化が解除され、CPU/IO モジュール 1 にインストールされたディスクがブ
ランクの状態として表示されます。 
以上で RDR Utilityからのディスクの二重化の解除が完了しました。 

 
 

12) オペレーティングシステムをシャットダウンし、CPU/IO モジュール 0の Slot1 のデータディスクを取り外します。 
 

13) Windows PE/RE ベースの起動環境を起動する前に、CPU/IO モジュール 0 のスロット 0 に復元対象のシステム
ディスクがインストールされていることを確認してください。続けて CPU/IO モジュール 1 の電源ケーブルとハードディスク
を取り外してから起動環境を起動してください。 
 

14) Windows PE/REベースの起動環境のメディアからシステムを起動します。 
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15) バックアップイメージの保存先がネットワーク共有フォルダー上に指定されている合は、[ユーティリティ]-[ネットワーク設
定]から、IP アドレスの設定とネットワークドライブを作成する必要があります。 

 
 
16) [復元]-[ボリューム復元]をクリックします。 

復元ポイントを選択して[次へ]をクリックします。 
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17) システムディスクのイメージを[復元するアイテム]から[復元設定]に指定します。 
指定する際は[復元するアイテム]を右クリックします。 
指定が完了したら[次へ]をクリックします。 

 
「復元先ディスクはバックアップ元ディスクよりも大きいサイズです。ディスクサイズの比率に応じて各ボリュームを拡大し
ますか︖」のメッセージが表示された場合は「キャンセル」をクリックしてください。 
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18) 復元設定を完了すると、確認を表示します。 
復元元のイメージファイルと復元先ディスクの指定に誤りがないことを確認します。 
問題がなければ[完了]をクリックして復元処理を開始します。 

 
 

19) 復元処理の進捗は、プログレスバーの形式で表示されます。 
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20) CPU/IO モジュール 0 に取り外したディスク(Slot１)をインストールします。続けて CPU/IO モジュール 1 に取り外
した電源ケーブルのみを再接続します。 
※この時点では CPU/IO モジュール 1 にシステムディスク・データディスクの再接続は行わないようにお願いします。 
 

21) コンピューターの電源を入れます。 
モデル R320e/R320f の場合は BIOS メニューから設定を元に戻します。 
（BOOT Mode、XHCI Mode、OS Boot Monitoring)  
モデル R320g/R320hの場合は BIOS メニューから設定を元に戻します。 
（OS Boot Monitoring) 
 

22) Windows の起動後にシステムディスクを再二重化します。 
RDR Utility を起動して[PCI module 10]-[SCSI Enclosure Slot 0]から RDR の情報を削除します。
[Slot0]を右クリックして[Delete RDR Configuration on Physical Disk]を実行します。 
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23) 「設定を変更するために再起動が必要になる場合があります。続行してよろしいですか？」のメッセージは「はい」をク
リックします。 

 
 

24) 「RDR設定を変更する為に再起動が必要です。」と「サインアウトしようとしています」のメッセージは「閉じる」と「OK」
をクリックし、画面のメッセージにしたがってWindows を再起動します。 
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25) Windows の起動後に[RDR Utility]を起動します。 

 
26) [PCI module 10]-[SCSI Enclosure Slot 0]に取り外したシステムディスクを再接続します。 

※この時点では他のデータディスク(Slot0以外)は再接続しないでください。 
 

27) [PCI module 10]-[SCSI Enclosure Slot 0]から RDR の情報を削除します。[Slot0]を右クリックして
[Delete RDR Configuration on Physical Disk]を実行します。 
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28) 「設定を変更するために再起動が必要になる場合があります。続行してよろしいですか？」のメッセージは「はい」をク
リックします。 

 
 

29) [コマンドを受け付けました。]のメッセージは[OK]をクリックします。 
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30) [PCI module 10]-[SCSI Enclosure Slot 0]に二重化を設定します。 
[Slot 0]を右クリックして[Create RDR Virtual Disk]を実行します。 

 

 
31) 「設定を変更するために再起動が必要になる場合があります。続行してよろしいですか？」のメッセージは「はい」をク

リックします。 
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32) 「RDR設定を変更する為に再起動が必要です。」と「サインアウトしようとしています」のメッセージは「閉じる」と「OK」
をクリックし、画面のメッセージにしたがってWindows を再起動します。 
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33) Windows の起動後に[RDR Utility]を起動します。 
 

34) [PCI module 11]-[SCSI Enclosure Slot 0]を二重化対象として設定します。 
[Slot0]を右クリックして[Add Physical Disk To RDR Virtual Disk]を実行します。 

 
 

35) [コマンドを受け付けました。]のメッセージは[OK]をクリックします。 
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36) [Logical Disk Infomation]-[RDR Virtual Disk X]をクリックして右ペインのステータスが[Resync XX％] 
になっていることを確認します。 
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37) 続いてデータディスクを二重化します。[PCI module 11]-[SCSI Enclosure Slot 1]にデータディスクを再接続
します。オペレーティングシステムの[ディスクの管理]から二重化に設定するデータディスクが[オンライン]になっているこ
とを確認します。 
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38) RDR Utilityから、[PCI module 10]-[SCSI Enclosure]-[Slot 1]の物理ディスクの状態が Simplexであ
ることを確認します。 
 

 
 
重要 
------------------------------------------------------------------------------- 
上記のディスクの状態が Simplex ではなくOnline と表示されている場合は、 
オペレーティングシステムを再起動し、再起動完了後、5分程経過してから RDR Utility を起動し、 
上記の内容の通りになることを確認してください。 
------------------------------------------------------------------------------- 
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39) RDR Utilityから、[PCI module 11]-[SCSI Enclosure]-[Slot 1]の物理ディスクの状態が Online である
ことを確認します。 

 
 
重要 
------------------------------------------------------------------------------- 
上記のディスクの状態が Onlineではなく Simplex と表示されている場合は、 
オペレーティングシステムを再起動し、再起動完了後、5分程経過してから RDR Utility を起動し、 
上記の内容の通りになることを確認してください。 
------------------------------------------------------------------------------- 
 

40) RDR Utility上で、[PCI module 10]-[SCSI Enclosure]-[Slot 1]のコンテキストメニューを表示し、 
[Create RDR Virtual Disk]を実行します。 
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41) 「設定を変更するために再起動が必要になる場合があります。続行してよろしいですか？」のメッセージは「はい」をク
リックします。 

 
 

42) [コマンドを受け付けました。]のメッセージは[OK]をクリックします。 
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43) 続けて[PCI module 11]-[SCSI Enclosure]-[Slot 1]のコンテキストメニューを表示し、[Add Physical 
Disk To RDR Virtual Disk]を実行します。 

 

 
44) [コマンドを受け付けました。]のメッセージは[OK]をクリックします。 
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45) [ディスクの管理]でデータディスクの状態を確認します。ディスクがオフラインの場合はオンラインにします。ドライブ文字
が設定されていない、または適切でない場合は、適切なドライブ文字を設定します 

 
 

46) RDR Utility上のすべての物理ディスクの状態が Duplex となり、同期が完了したことを確認します 
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※注意:  
 
 使用している環境によって、起動環境からデータディスクを復元すると、復元後の Windows オペレーティングシステ

ム上では、ディスクは「オフライン」として認識されている場合があります。[サーバーマネージャー]-[記憶域]から、該
当するディスクをオンラインに変更してください。データディスク上のボリュームについては、オンラインへの変更と、ドライ
ブ文字の再設定を行なう必要があります。 

 

 
＜参考情報＞ 

 【ft サーバ/Windows】OS の再インストール後の環境に以前使っていた 
 データディスクを装てんしても二重化しない現象について 
 <https://www.support.nec.co.jp/View.aspx?NoClear=on&id=3150108390> 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

https://www.support.nec.co.jp/View.aspx?NoClear=on&id=3150108390
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4-4 データディスクの復元 

この章ではシステムディスク上のデータを保持したまま、データディスクのみを復元する方法を説明します。 
復旧には、オンライン、コールドの状態でバックアップしたデータをご利用いただけます。 
 
システムディスク上のデータを消去せず保持したまま、データディスク単体を復元する場合は、Windows 上の AIP コンソ
ールからホットリストアを実行します。 
 
※注意:  
 
 RDR による二重化を維持したままデータディスクを復元できますが、ディスク全体ではなく、必ずボリュームごとに復元

を実行してください。ディスク全体で復元を実行した場合は、RDR による二重化が解除されます。 
 新規ディスクに復元する場合は、RDR による二重化を設定した後に、AIPで復元を実行してください。 
 
1) Windows上で ActiveImage Protector を起動します。 
 
2) [復元]-[ボリューム復元]をクリックします。 

復元ポイントを選択して[次へ]をクリックします。 
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3) 復元設定が表示されます。上の [復元アイテム] には、復元元となるイメージファイルの内容、下の[復元設定]には、

現在のシステム上のディスクの構成が表示されます。[復元アイテム]上のボリュームを選択し、復元先のボリュームにド
ラッグアンドドロップするか、右クリックにより復元先を指定します。 
 
このとき、必ずボリューム単位で対象を選択して復元を実行してください。ディスク全体を選択してドラッグアンドドロッ
プした場合は、ディスク全体の復元を実行し、RDR による二重化が解除されます。 

 

 
4) 復元先の指定が完了すると、次のような表示になります。[次へ]をクリックして復元処理を継続します。 
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5) サマリが表示されます。復元元のイメージファイルと復元先ボリュームの指定に誤りがないことを確認して、[完了]をクリ

ックすると、復元処理が開始されます。 

 

 
6) 復元処理の進捗は、プログレスバーの形式で表示されます。 
 
7) 復元の処理が完了したら、エクスプローラーから復元したドライブにアクセスして、データを確認してください。 

以上で復元の作業は完了です。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

株式会社 アクティファイ 
〒101-0035 東京都千代田区神田紺屋町 8番 NCO神田紺屋町 
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